




































































以上の歴史的変遷を踏まえ、第 3 章では、在韓 J 母と日韓国際結婚により日
本に居住する韓国人母 (以下、在日 K 母 )を対象とした量的調査から、現在の韓
国語と日本語の組み合わせを母語に持つ家庭での言語使用と継承の実態を明ら
かにすることとした。調査は在韓 J 母 105 名のうち 3 歳以上の子どもを持つ



















Houwer, 2007；Yamamoto, 2001)。さらに、68.0%の在日 K 母が子どもへ居住
地言語である日本語を使用している一方で、在韓 J 母は子どもへ母語である日
本語を 80.1%使用している。また、子どもから在韓 J 母へも日本語が 66.7%使





第 4 章では、韓国に居住する在韓 J 母 105 名及びその配偶者韓国人父 82 名 (残


























た。対象者は、在韓 J 母 105 名及びその配偶者在韓 K 父 82 名と、在日 K 母
35 名及びその配偶者在日 J 父 26 名で、この 2 グループの少数派言語である母
親の母語の継承意識の差異について、第 3，4 章と同じく質問紙調査の結果か
ら分析することとした。2 グループの継承意識の差異は質問項目の平均を比較
するため、 t 検定によって分析した。その結果、母親同士の場合、29 項目中 4
項目、父親同士の場合は、10 項目中 2 項目に有意差が認められた。第 3 章では、
在日 K 母より在韓 J 母が母語である日本語を使用している頻度が高いことが明
らかとなり、言語使用には差があることが認められた。その結果をもとに在韓
J 母と在日 K 母の継承意識の差について検証した結果、第 4 章で抽出された「居
住地での政策・母語の評価の向上」、「社会に対する消極性と同国人との交わり」
の 2 因子と、両親の継承意識からの「親の二言語習得に対する積極的な姿勢」








第 6 章では、在韓 J 母 18 名、在日 K 母 6 名を対象とした面接調査を実施し
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